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１．論文題目 

・ 論文題目は冠詞、前置詞、接続詞以外は語頭を大文字にする。

・ 副題を付ける場合は、「：」を区切りとする。

２．英文アブストラクトと日本語要旨 

・ 英文アブストラクトは 300 words程度とする。

・ それとは別途、本文要旨を日本語で作成する。

３．本文の節 

・ 本文の節は、アラビア数字を用いて示す。

４．References 

・ References の記載の仕方は APA スタイルに従う。著者名、発行年、著書名（論文名、

学術誌名、巻、号）、出版社の順に書き、DOIがある場合は最後にそれも示す。学術誌

の場合は出版社は不要で、単行本中の章および学術誌の場合は掲載頁も示す【例②③】。 

・ 著書名、学術誌名はイタリックを用いる。学術誌に巻と号がある場合は「巻（号）」と

して、アラビア数字で記す【例③】。

・ 日本語で書かれた文献を記載する場合は、書名をローマ字表記してから、英訳を [ ] 

の中に書く【例④⑤⑥】。

・ 英語と日本語以外で書かれた文献を記載する場合には、書名を原典のまま示してから

（ただしアルファベット等のラテン文字でない場合はラテン文字に翻字する）、その英

訳を [    ] の中に書く【例⑦】。

・ 以下に代表的な記載例を示す。それ以外の場合については各自で APAスタイルを参照

して記載する。
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